
惠
美
子
さ
ん
は
大
正
７
年
生

ま
れ
。
70
歳
の
こ
ろ
か
ら
日
本

舞
踊
を
始
め
て
97

歳
ま
で
稽
古
を
積

み
、
様
々
な
舞
台

に
立
ち
艶
や
か
な

舞
い
を
披
露
し
て

き
た
。

15
日
に
は
、
倉

掛
自
治
連
合
会
の

谷
和
政
会
長
と
片

岡
秀
憲
副
会
長
、

細
羽
正
敏
民
生
児
童
委
員
が
惠

美
子
さ
ん
宅
を
訪
れ
「
お
健
や

か
に
百
歳
を
お
迎
え
に
な
り
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

孫
や
ひ
孫
ら
10
人
も
同
日
、

ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
国
内
外
か
ら
井
原
へ
集
ま

り
、
と
も
に
長
寿
を
祝
っ
た
。

17
日
に
は
、
井
原
市
の
大
舌
勲

市
長
ら
が
お
祝
い
に
駆
け
付
け

た
。惠

美
子
さ
ん
は
「
い
つ
も
皆

が
傍
に
い
て
く
れ
る
の
で
心
強

く
、
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
。

惠
美
子
さ
ん
の
家
族
ら
は
「
こ

の
た
び
は
多
く
の
方
々
に
祝
っ

て
い
た
だ
き
恐
縮
で
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

郷
社
足
次
山
神
社
の
樹
木
を

適
当
な
高
さ
に
切
る
半
伐
採

（
枝
打
含
）
を
行
っ
た
場
合
、

そ
の
費
用
は
約
五
百
万
円
に
上

る
こ
と
が
先
般
、
専
門
業
者
の

見
積
も
り
で
分
か
っ
た
。

神
苑
に
は
現
在
、
サ
ク
ラ
や

ク
ス
ノ
キ
、
ス
ギ
、
カ
シ
な
ど

42
本
の
木
々
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
大
量
の
落
ち
葉
清

掃
は
、
草
取
り
と
と
も
に
、
近

隣
住
民
や
神
社
関
係
者
の
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
倉
掛
夏
目
の
氏
子
が
拠
出

す
る
神
社
費
収
入
を
考
慮
し
た

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。


地
元
消
防
団
の
人
達
っ
て
？

「
井
原
に
住
ん
で
い
る
人
」


普
段
は
何
を
し
て
る
の
？

「
消
防
団
が
職
業
で
は
な
く
別

の
仕
事
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
」


ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

「
防
火
の
呼
び
掛
け
や
、
第
一

日
曜
日
の
定
期
点
検
、
地
域
行

事
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
」


有
事
の
際
に
は
？

「
火
災
な
ど
の
有
事
の
際
に
は

現
場
に
駆
け
つ
け
て
初
期
消
火

や
交
通
整
理
を
行
い
ま
す
。
台

風
や
集
中
豪
雨
の
と
き
な
ど
も

出
動
し
、
浸
水
に
備
え
た
土
の

う
の
設
置
や

排
水
作
業
を

行
い
ま
す
」

総
合
防
災
訓
練
（
倉
掛
自
治

連
合
会
＆
つ
ど
え
～
る
共
催
）

が
10
月
13
日
、
つ
ど
え
～
る
で

行
わ
れ
約
60
人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
倉
掛
自
治
連
合
会
の

谷
和
政
会
長
が
「
今
年
は
台
風

や
地
震
が
日
本
列
島
各
地
を
襲

い
、
人
々
の
防
災
意
識
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
き
ょ
う
は
井
原

分
団
第
３
部
も
参
加
し
て
い
ま

す
が
、
防
災
減
災
に
消
防
団
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
団
員
確
保
へ

向
け
て
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
岩
本
忠
之
防
災
士

（
井
原
町
猪
原
）
が
「
近
年
は

大
規
模
災
害
が
多
発
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
」
と
、
自
然
環
境

が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
強
調

し
、
井
原
市
内
に
58
人
い
る
防

災
士
の
役
割
等
に
つ
い
て
も
説

明
を
加
え
た
。

午
前
10
時
か
ら
井
原
地
区
消

防
組
合
職
員
の
指
導
に
よ
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
取
扱
講
習
に
入
り
、
三
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
訓
練

用
の
人
形
で
人
工
呼
吸
と
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
（
胸
骨
圧
迫
）
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
手
順
な
ど
を
約
１

時
間
学
習
し
た
。

水
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消

火
訓
練
で
は
、
地
元
の
小
学
生

ら
も
火
点
へ
の
放
水
を
体
験

（
写
真
上
）
。
最
後
に
１
階
の

湯
沸
か
し
場
か
ら
火
災
が
発
生

し
た
と
の
想
定
に
よ
り
、
非
常

ベ
ル
を
合
図
に
２
階
の
倉
掛
公

民
館
に
い
た
約
20
人
が
、
救
助

袋
で
北
側
駐
車
場
へ
滑
り
降
り

る
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。
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（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／谷 和政

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

倉
掛
地
区
内
最
高
齢
の
若
林
惠
美
子
さ
ん
（
倉
掛
２
組
）
＝

写
真
＝
が
12
月
15
日
、
元
気
で
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
地
域

の
人
た
ち
の
間
で
明
る
い
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

１ ０ ０歳
多
く
の
枯
れ
葉
や
土
砂
が
堆

積
し
て
い
る
と
住
民
か
ら
指
摘

が
あ
っ
た
倉
掛
３
組
～
４
組
裏

の
用
水
路
（
幅
１
・
１
～
１
・

４
ｍ
深
さ
約
１
ｍ
）
の
清
掃
が

12
月
１
日
、
倉
掛
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
近
隣
住
民

ら
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

小
田
川
に
至
る
こ
の
用
水
路

周
辺
は
宅
地
化
が
進
み
水
田
も

な
く
な
り
、
現
在
は
雨
水
が
流

入
す
る
程
度
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
も

入
ら
ず
数
十
年
放
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
日
の

溝
掃
除
は
歴
史
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
な
っ
た
。

足
場
板
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、

ス
コ
ッ
プ
、
運
搬
用
一
輪
車
な

ど
を
持
ち
寄
っ
た
22
人
は
、
午

前
８
時
に
作
業
を
開
始
。
10
～

20
㎝
堆
積
し
た
土
砂
や
葉
っ
ぱ

を
仮
置
場
へ
運
び
出
し
た
。
約

２
５
０
ｍ
の
清
掃
区
間
に
は
、

庭
木
の
枝
が
電
線
や
電
話
線
ま

で
伸
び
て
い
る
個
所
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
許
可
を
得
て
こ
れ

ら
を
伐
採
。

目
を
見
張
る
ば
か
り
の
連
携

作
業
に
よ
っ
て
、
午
前
中
で
水

路
は
元
の
姿
に
よ

み
が
え
っ
た
。
こ

の
光
景
を
見
た
周

辺
の
人
々
は
「
こ

こ
ま
で
き
れ
い
に

な
る
と
は
…
」
と

ビ
ッ
ク
リ
。

倉
掛
自
治
連
合

会
の
谷
和
政
会
長

は
作
業
を
終
え
て

「
皆
さ
ん
の
力
を

結
集
し
た
お
陰
で
す
。
ご
協
力

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

参
加
者
を
労
っ
て
い
た
。

若林惠美子さん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
用
水
路
清
掃

倉掛
２組

ＡＥＤ・消火・避難

総 合 防 災 訓 練

祝

郷
社
の
樹
木
42
本
調
査

半
伐
採
等
見
積
は
五
百
万
円

「踊りは生きがい」

「
消
防
団
っ
て
な
に
？
」

団
員
募
集
Ｐ
Ｒ



第
２
回
井
原
地
区
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
井
原
公
民
館

主
催
）
が
井
原
小
学
校
で
11
月

４
日
、
町
内
か
ら
14
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
開
か
れ
た
。

午
前
９
時
、
三
宅
秀
治
公
民

館
長
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
来

賓
が
祝
辞
を
述
べ
、
小
川
泰
之

体
育
・
レ
ク
部
長
が
競
技
に
つ

い
て
説
明
。
加
藤
勝
信
自
民
党

総
務
会
長
＝
写
真
右
＝
の
始
球

式
で
競
技
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

倉
掛
は
、
９
月
23
日
に
郷
社

で
行
わ
れ
た
少
年
団
育
成
会
主

催
の
三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
に
お
け
る
上
位
入
賞
者

を
選
手
に
選
抜
し
て
今
大
会
に

臨
ん
だ
。

結
果
、
シ
ニ
ア
の
部
で
西
村

敏
明
さ
ん
（
12

－

２
組
）
が
１

位
、
井
上
純
志
さ
ん
（
15

－

２

組
）
が
３
位
。
ミ
ド
ル
の
部
で

丸
山
剛
さ
ん
（
18

－

１
組
）
が

１
位
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
も
大

坪
寛
和
君
（
２
組
）
が
３
位
に

入
る
な
ど
、
出
場
し
た
６
人
全

員
が
好
成
績
を
収
め
る
健
闘
を

み
せ
、
倉
掛
チ
ー
ム
は
団
体
の

部
で
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

全
国
火
災
予
防
週
間
が
11
月

９
日
か
ら
始
ま
り
、
倉
掛
少
年

団
防
火
ク
ラ
ブ
の
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
出
発
式
が
午
後
７
時
か
ら

つ
ど
え
～
る
で
行
わ
れ
、
関
係

者
約
50
人
が
出
席
し
た
。

山
成
秀
峰
育
成
会
長
の
開
会

挨
拶
に
続
い
て
、
井
原
小
学
校

の
佐
藤
芳
明
校
長
ら
来
賓
が

「
防
災
意
識
は
地
域
ぐ
る
み
で

高
め
る
こ
と
が
必
要
。
倉
掛
の

こ
の
活
動
は
そ
う
し
た
点
で
意

義
深
い
」
と
、
息
の
長
い
活
動

を
た
た
え
た
。

こ
の
あ
と
倉
掛
の
北
部
を
回

っ
て
防
火
を
呼
び
掛
け
、
翌
10

日
は
南
部
を
一
巡
し
た
。

第
45
回
井
原
市
少
年
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
11

月
10

日
、
西
江
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
主
会
場
に
開
か
れ
、
25
チ

ー
ム
が
参
加
し
た
。

地
図
を
見
な
が
ら
を
歩
く
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
に
は
ク
イ

ズ
が
あ
り
、
倉
掛
は
５
問
中
３

問
正
解
。
指
定
時
間
（
２
時
間

20
分
）
よ
り
少
し
速
い
２
時
間

８
分
48
秒
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
総

合
10
位
に
入
っ
た
。

倉
掛
少
年
団
秋
季
資
源
回
収

が
11
月
18
日
、
関
係
者
約
40
人

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

午
前
８
時
に
Ｊ
Ａ
岡
山
西
駐

車
場
へ
集
合
し
た
団
員
ら
は
、

回
収
班
と
積
み
替
え
班
に
分
か

れ
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
と

と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
６
台
を
使
っ

て
作
業
を
行
い
、
昼
前
に
は
す

べ
て
の
作
業
を
終
え
た
。

倉
掛
少
年
団
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
12
月
９
日
午
後
、
井
原
公
民

館
で
開
か
れ
た
。

約
60
人
が
参
加
し
て
、
ユ
ニ

ー
ク
な
学
年
別
の
出
し
物
な
ど

を
披
露
。
団
員
ら
に
は
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
り
、
楽
し
い
２
時
間

30
分
を
過
ご
し
た
。
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12/25  正月しめ飾り作り方教室

（つどえ～る）

12/29  郷社越年祭・新年祈願祭準備

9：30～ ※協力者求む

12/28～29 井原市消防団夜警活動

12/31  郷社足次山神社越年祈願祭

1/ 1  郷社足次山神社新年祈願祭

1/ 6  井原分団第３部試運転日

1/13  井原線感謝デー

（大人500円１日乗り放題）

1/19  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

1/20  井原市消防出初式

1/26～27 生涯学習の集いinいばら

（アクティブライフ井原）

1/27  星の郷ふれあい健康マラソン

2/10  倉掛少年団入退団式

- - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ア
で
調
べ
る
と
趣
味
と
は
「
人
が
自
由
時

間
に
好
ん
で
習
慣
的
に
繰
り
返
し
行
う
行
為
・
道
楽
」
な

ど
と
載
っ
て
い
た
。
そ
の
定
義
か
ら
言
う
と
趣
味
と
言
え

る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
と
こ
ろ
陶
芸
を
時
々

や
っ
て
い
る
。

私
が
陶
芸
を
始
め
た
の
は
５
０
数
年
前
、
井
高
の
２
年

生
の
こ
ろ
だ
っ
た
。
何
か
ク
ラ
ブ
活
動
に
入
ろ
う
と
思

い
、
化
学
部
に
入
部
し
た
。
当
時
の
化
学
部
は
写
真
の
現

像
と
陶
芸
が
主
な
活
動
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
写
真
に

興
味
が
あ
り
入
部
し
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
大
学
へ
進
み
高
校
の
時
と
同
様
に
軽
い
気
持

ち
で
ク
ラ
ブ
活
動
を
探
し
て
い
た
ら
、
た
ま
た
ま
陶
芸
倶

楽
部
の
出
店
を
見
つ
け
声
を
掛
け
た
。

10
分
ほ
ど
説
明

を
聞
き
、
す
ぐ
に
そ
の
出
店
の
留
守
番
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
先
輩
た
ち
に
旨
く
乗
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
入
部
す
る

こ
と
に
も
な
っ
た
。

そ
れ
以
降
、
４
年
間
で
備
前
・
越
前
・
笠
間
・
信
楽
・

益
子
・
多
治
見
・
会
津
本
郷
な
ど
で
合
宿
等
を
行
な
い
、

花
瓶
や
茶
碗
、
デ
ミ
タ
ス
カ
ッ
プ
等
を
作
っ
た
。

卒
業
後
は
、
陶
芸
を
す
る
機
会
も
ほ
と
ん
ど
な
く
過
ご

し
て
い
た
が
、
数
年
前
に
陶
芸
倶
楽
部
の
後
輩
に
誘
わ
れ

備
前
で
の
Ｏ
Ｂ
会
に
参
加
し
た
。
ひ
さ
び
さ
に
轆
轤
（
ろ

く
ろ
）
を
ひ
い
て
み
た
が
、
な
か
な
か
手
ご
わ
い
。
以

来
、
冬
場
を
除
き
１
～
２
か
月
に
一
度
位
の
ペ
ー
ス
で
備

前
に
行
き
、
湯
呑
や
一
輪
挿
し
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。

井
高
時
代
に
作
っ
た
も
の
と
最
近
作
っ
た
も
の
を
比
べ

て
み
て
も
ほ
と
ん
ど
進
歩
が
な
い
。
才
能
が
な
い
の
で
あ

ろ
う
。
と
は
言
え
才
能
と
趣
味
と
は
別
で
あ
り
、
や
め
る

気
は
な
い
。
来
年
も
暖
か
く
な
っ
た
ら
備
前
に
行
っ

て
、
な
に
か
し
ら
作
っ
て
み
た
い
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
一
緒
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

※つどえ～るカフェ（祝日休み）

金曜日＆日曜日10:00～15:00

※つどえ～る金曜朝市

金曜日10:15～15:00

サロンあすはクリスマス会がつどえ～るで

１２月２日、会員４０人が参加して開かれた。

ゲストのＰ＆Ｐ（倉橋一郎氏・藤代直人氏）

が「月がとっても青いから」など、懐かしい

曲を交えながらライブで全１２曲を披露し、

館内は終始盛り上がった。

倉掛自治連合会

広報広聴部長 山本 勝己

趣 味

倉

掛

は

10

位
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Ｇ
Ｇ
大
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コい
ーき
ナい
ーき

サロンクリスマス会

多彩な活動体験
倉掛少年団＆育成会

手

際

よ

く

作

業

秋
季
資
源
回
収

倉掛地内をパトロールしながら防火を
呼び掛ける倉掛少年団防火クラブ隊

楽

し

い

ひ

と

時

ク
リ
ス
マ
ス
会


